
1．はじめに

近年，直接人体に貼り付けて使用する，ウエラブル・デバイ
スやメディカル・デバイスの実用化が進んでおり，そこで使わ
れるフレキシブル回路の需要が急速に高まっているが，要求さ
れる特性が，従来のフレキシブル基板と大きく異なっているた
めに，これまでの銅箔をエッチング加工して回路を形成するサ
ブトラクティブ法では，対応が難しいケースが多くなってい
る。これに対して，各種インク材料を印刷して形成する厚膜印
刷回路技術は，代表的なアディティブプロセスであり，そのユ
ニークな特徴により，さまざまな機能をもつフレキシブル基板
を実現してきており，急激に用途を増やしている。
本稿では，厚膜印刷回路技術の特徴を再評価すると同時に，
そこで生じる短所への対応について検討を行う。

2．ウエラブル回路に要求される機能

これまでモバイル機器などに多用されてきているフレキシブ
ル基板は，ベース基材として，おもにポリイミドフィルムが使
用されてきている。これは，はんだ付けや，ワイヤボンディン
グのような高温処理プロセスに耐えるためである。また，これ
までのフレキシブル基板は，あくまで導体回路としての性能向
上を目指していたため，より高密度，より高い信頼性などが第

一に求められ，回路メーカーも，そのような要求を満足させる
ような技術，製品の開発を進めてきていた。そこで求められる
フレキシビリティと言えば，単純な屈曲か，摺動運動程度で
（図-1），複雑な捻り運動や伸縮動（図-2）はほとんど考慮さ
れることがなかった。
ところが，今後市場が急拡大されるものと期待されているウ

エラブル・デバイスにおいては，使われ方がきわめて多様であ
り，これまでほとんど考慮されなかったような特性が重要に
なってくる。表-1は要求項目を並べてみたものであるが，これ
らの中にはフレキシブル基板のベース材料の特性として相容れ
ないものが少なからず見受けられる。たとえば，従来のフレキ
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【図表について】電子ジャーナルサイト「J-STAGE」ではカラーでご覧
いただけます。https://www.jstage.jst.go.jp/browse/shikizai/-char/ja/ 図-2　フレキシブルデバイスの曲げモード

図-1　フレキシブル基板の曲げモード
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要　　　　旨

ウエラブルエレクトロニクスの発展にともない，フレキシブル回路の重要性が高まってきている。ここでは，厚膜印刷技術が重要
になってくる。本稿では，従来のフォトリソグラフィ／エッチングプロセスと比較しながら，厚膜印刷技術の長所，短所の評価を試
みた。厚膜印刷プロセスは，さまざまな機能材料を加工することができ，新しい機能回路を創造することができる。具体的なサンプ
ルを取り上げて，フレキシブルデバイスのメカニズムと加工プロセスを紹介する。
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